
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年10月1日～ 年9月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社ミライユ化学

2021

作成日： 2022年10月27日

2021 2022



目　　　　次

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

9

1O

10

3

3

4

4

5

6

6

6

9

項　　　　目 ページ

2 ページ



□ごあいさつ

経営理念　『〜　縁を大切にし、世界を円滑にします　〜』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．溶剤など適正管理に努めます。

６ ．オーダーメイド油剤によりお客様の生産性向上と非通常を生じさせない

取り組みを行います。

７ ．5S活動に取り組むことにより働きやすい職場の環境を作ります。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2020年10月1日

代表取締役

環境経営方針

「人生は人と人との縁で形成されている」という思いから、私たちは取引先、仕入先、自社社員、
出会う全ての人、ひとりひとりの「縁」を何よりも大切にしています。
この世界の人々と製品、サービスを通じて出会い、繋がり、良きパートナーとなり笑顔の連鎖で世
界を円滑にしたいと願っています。
　その実現のために、私たちは常に学ぶ心を持って、社員一丸となり「お客様の喜び」「地球環境
保全」「社員同士尊重し合う組織作り」を目的とし未来に挑み続けます。

　私たちは「縁を大切にし、世界を円滑にします」という経営理念を実現するために、本業
である金属加工油の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主
的・積極的に取り組みます。
　お客様の環境負荷低減に貢献できる商品を効率よく、お客様に提供することが当社の一番
の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

制定日：

　ミライユ化学は油剤を通じて「お客さまのお役に立つ」ことを心がけ、生産現場に応じた最適な油剤を提案い
たしております。
 実際に使用している方へ直接話を伺うことから始まり、その現場に最適な性能の油剤の選定、購入後も快適に
使用し続けるためのアフターケアなど、販売のみならず、油剤に関わる全般をサポートしています。
また、自社製品の製造販売を行い、「金属加工性能の向上」は元より「人体への安全性」「作業環境の快適性」
さらには「地球環境保全」を視野に入れ、高品質で環境負荷の少ない原材料を厳選し、より良い製品をつくり出
せるよう研究開発に取り組んでいます。
 営業活動においては、費用面での満足度とともに、心の満足度を獲得できるよう努めております。
世の中が便利になり、人と人との関係が希薄になりつつある時代だからこそ、『心』の繋がりを大切にしたいと
考えています。

      ～　すべては仕事の先にある笑顔のために　～
お客さまの喜びが自社の成長に繋がり、自社の成長が社員の幸せに繋がることを望み、社員全員が働きやすい環
境づくりと、誇りを持てる会社となれるように努めます。
そして『縁を大切にし』、新たな分野へも挑戦し、さらなる発展を目指します。
日々の行動のひとつひとつが『世界を円滑にする』、その第一歩となることを信じて、社員一同邁進してまいり
ます。
どうぞご支援、ご指導のほどよろしくお願いいたします。
                                                                       代表取締役　河合 雄介

河合 雄介
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ミライユ化学
代表取締役　河合　雄介

（２） 所在地
本　　　社 大阪府八尾市大竹１丁目５１番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 河合　雄介　 TEL：(072)941-2311
担当者 経理課長 河合　美沙　

（４） 事業内容
工業用油剤製造、工作機械潤滑油販売、工作機械油剤メンテナンス

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ミライユ化学
対象事業所： 本　　　社
活動： 工業用油剤製造、工作機械潤滑油販売、工作機械油剤メンテナンス

□事業や製品（商品）の紹介

本　　　社
9,900

2022年10月8日

6
535

自社製品 「ミライユ」シリーズ

・金属加工油 ・防錆剤 ・洗浄剤

販売製品

・金属加工油 ・潤滑油 ・防錆剤 ・溶剤 ・灯油 ・重油

・グリース ・自動車用オイル ・金属加工油用添加剤 ・防腐剤

・工業用石鹸 ・工場用資材 ・加工油関連機材

主要取扱メーカー

・ENEOS ・出光興産 ・コスモ石油ルブリカンツ ・シェル ・モービル ・

エバーケミカル工業 ・AGC ・ネオス ・日本工作油 ・日本グリース ・コ
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

河合希

河合希

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

役割・責任・権限

月例会議

2021年10月27日

河合雄介

社長 河合雄介

河合美沙

河合美沙

環境管理責任者

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

月例会議

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、月例会議の事務局

・環境活動実績の確認・評価

管理部 製造部

大谷聡
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ENEOS　2018年度　調整後の係数　
※二酸化炭素総排出量には、LPGと灯油の使用量も含まれます。

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

〇
〇

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

16,105 13,759

kg-CO2

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 14,980 14,830

・不要照明の消灯

11,507

569

○

取組結果とその評価

社内環境改善

達成状況

639 871

自動車燃料による二酸
化炭素削減

70

取り組み計画

99% 107% 98%
水道水の削減

18,675

2020年 2021年

99%

2023年
（目標）

15,520

3,356 3,323 3,654 3,289 3,256

11,623

2021年

0.073 0.072 0.074

207

78%
9,016 11,391

97%

207

基準年度比 2020年

基準年度比

407

一般廃棄物の削減
kg

0.071

99% 109% 98%

行動目標（次項による）

冷暖房温度管理、不要照明の消し忘れのために注意は継続して
実施中。
仕事の効率化による残業時間の短縮も継続して実施中。
10月に外壁、窓の修繕工事を行い冷暖房の効率上がる見込み。

97%

kg-CO2

17,100

0.494

（目標） （実績）

基準値

（目標）
評
価

原単位 kWh/千円

2020年

（基準年)

基準年度比

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 336 314

2019年

二酸化炭素総排出量

項　目

溶剤の適正管理
2020年

オーダーメイド油剤の
開発と拡販

○

・会議室空調機を効率の良い製品に変
更　APF5.8→6.5

660

数値目標 ✕
・空調温度の適正化（冷房２7℃　暖房２０℃）

492

・外壁の修繕工事（事務所部分は断熱
材を入れる）

○

・事務所内、複層ガラス窓に交換 ○

476666 491 455 460 468 639
534 453 610500 506 527

97%
14,680

㎥ 72 71

9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

○

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

93% 90%

14,530

11,275

282
12,670

98%

0.070

電力による二酸化炭素
削減

5,650

2022年

水使用量 99 72 77

77 71

292

基準年度比 2020年 93% 66%

314 292

875 990 863557 575

0

500

1,000

1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2020年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2020年

2021年

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

2020年

2021年

・アイドリングストップ

・エコドライブステッカーを車内に貼
・走行距離の記録

10月 11月

・効率的なルートで配送

数値目標

122 121 130 205 122

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・梱包材の再利用 ○

28 28 27 25 24
13 19 8

2月12月10月

130 117

12月 1月 2月

122 67 187 136

3月 4月

24 11

1月11月

○
×

達成状況

数値目標 〇

11月 12月 1月

237 140 204 163 174

2月10月

112 132 122 130
193132

132 125
183 67 12163 136

320 231

○

161

×

5月 6月

218 228

8月7月

304 318 305 409 132 184

今期は一台車両を減らしたこともあり、ガソリン使用量は減少し
た。
来期は貨物車両を新しくするので、そのタイミングでエコドライブス
テッカーの貼り付けを実施する。

〇

9月

分別の徹底、シュレッダー廃紙のリサイクル化、梱包材の再利用、
すべて継続して実施中。

17 21

251
174 171 218

3月 4月 5月 6月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

7月 8月 9月
209 151

180
422

22

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2612

5月 6月 9月8月7月
32

19

3月 4月
27

17
23 22 27 35

21

0

200

400

600

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

100

200

300

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2020年 2021年

0

10

20

30

40

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

溶剤の適正管理

取組紹介欄

オーダーメイド油剤の開発と拡販

社内環境改善

取組紹介欄

○

ホームページの更新により当社の業務内容や取り組みの情報発
信が充実した。
来期は展示会出展を目標にする。

・展示会の企画出展 ×

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・節水シールの貼り付け
○

6 6

・ホームページ拡充による販売拡大 ○

・床のペンキ塗り ○
・工具・在庫品置き場の表記 ○
・５S活動の目的と方法を検討する ○

×
・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

・作業場の鉄骨の塗装 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・有害性物質取り扱い時の注意の表示

達成状況

6

7月

5月の床塗装は社員同士の協力で完璧にできた。まだ未塗装のエ
リアは来期に実施予定。

4 5
4月 5月 6月3月

86
5 6

5
6 7

9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8

数値目標 ✕

7

有害性物質の取り扱い時の注意は口頭のみで通達。来期は表記
する。

7 4

取組結果とその評価、次年度の取組計画

7
65

2月
5

8月

8 9

わずかに増加した。来期は使用量を削減する計画を立てる。

達成状況

・トイレ自動水栓により水量削減

○
・トイレ手洗い場所の水量削減

8 5
12月10月 11月 1月

0

5

10

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2020年 2021年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

油類の保管水質汚濁法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

参加者全員が避難時の行動を共有することができた。

2022/1/5 工場

危険物の保管

作業場から出火したと想定し、初期消火、避難訓練を実施した。
消化器の期限、使い方の確認を実施した。

全員

業務用空調機

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 品質管理　
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃油等）廃棄物処理法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

2022年10月20日

周辺の清掃活動実施の様子 社有車にプラグインハイブリッド車を採

用することで二酸化炭素排出量を低減
社内資料のコピー用紙

は裏紙を使用することで

資源のリサイクルとゴミ

の削減

認証から１年が経過し、少しずつ社内に環境への意識が芽生えつつあるのを感じます。

しかし、まだまだ全社的に取り組むことはできていないので、今後は環境活動をもっと積極的に浸透させて

いきたいと思います。

コロナ禍の影響で商品の価格変動が頻繁にあり、当社の顧客に関しても価格改訂をお願いすることになり、

顧客離れを心配したが、幸い当社が行っているオーダーメイド油剤の提供並びに使用環境のアフターサー

ビスをお客様が評価してくださり、懸念していた状況を回避することができた。

また環境を考慮した法律の改正により、販売できなくなった商品・再開発を余儀なくされた商品・代替品を提

案しなければならなくなった商品などもあり対応に追われたが、再開発した新商品の売り上げも順調に伸び

ており、これらをチャンスと捉え、環境に配慮した商品の開発にも力を入れながら、顧客の問題点に寄り添

い、新規顧客開拓にもつなげていきたい。
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